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Vijahnabhiksuの 相 互 投 影 説. 

佐 藤 裕 之

中 世 イ ン ドの 哲 学 思 潮 で あ る 統 合 主 義 に よ っ て そ の 名 を 知 ら れ るVBh. 

(Vijnhnabhiksu)の 思 想 を 個 別 的 に見 る な らば, そ の特 徴 の ひ とつ と して 相 互 投影

(parasparapratibimbana)説 を あ げ る こ とが で き る。 この 問 題 は, 既 に, Vacaspa-

timisraと の 比較 とい う方 法 に よ って研 究 され て きた1)。 しか し, そ の 場 合 に 参 照

され た テ キ ス トは, Sanhhyasutraに 対 す る註 釈 書SPBh. (Sa纏hyapramma-

bhasya)と 註Ybgabhasyaに 対 す る註 釈 書YV. (yagmarttika)の み で あ る。 そ こで, 

筆 老 は, VBh. 研 究 上 で の も う-一つ の主 要 な テキ ス トで あ るBrahmasutraに 対

す る直 接 の 註 釈 書VAbh. (Viijnauamrtabhasya)2)を 中心 の資 料 とし, 認 識 生 起 過

程(jnanotpattiprakriya)の 一 段 階 を 説 明 す る理 論 と して の投 影 説3)に 考 察 を 加 え る

こ とにす る。

VBh. は, VABh. の 中 で, Samkhya学 派 とYoga学 派 の説 を採 用 す べ き で

あ る4)と し て, 次 の よ うな認 識 生起 過 程 を述 べ る。

「(1)対象 と感官の結合(samyoga)等 に よって, 衣服の汚れの よ うな統覚機官に存す るタ

マス(bauddhatamas)と い う実体 が除去 され る。(2)その後, あたか も, 紅花 との結合か

ら, 無垢の衣服に紅花の形相で あるものが生'じるの と全 く同様 に, 対 象 と[統 覚 機 官

と]の 結合か ら, 無垢で サ ッ トヴァが優 勢 な統 覚 機 官(buddhisattva)に 対象の形相

であ るものが生 じる。 この統 覚 機 官 の 状 態 が, 対象 の形相を とる 『統 覚 機 官 の 変 容

(vrtti)』と言われ る。 ……(3)そして, この[統 覚機官の]変 容は, あたか も生 じるかの

よ うに, 精神原理(cetana)に 投影 され る。……(4)そして, そ の後, 水晶壁が 皇己に投影

され(svapratibimbita)紅 花に染め られた衣服を顕 し出す よ うに, 映 像 の 基 体(adhi・

§thana)で ある精神 原理 は 自己に投影 され対象に染め られた統覚機官の変容を顕現 させ

る(avabhasayati)。 」5)

この 中, 投 影 説 は(3)で統 覚機 官 の変 容 の成 立 後, 精 神 原理 が そ れ を顕 現 させ るた

め にご, 統 覚 機 官 か ら精 神 原 理 へ の 方 向 と して 適 用 され て い る。VBh. が この方 向 に

よっ て統 覚 機 官 の変 容 の顕 現 を説 明す る の は, 彼 が, 映 像 に対 して空 虚(tuccha)・

非 実在(avastu)・ 虚 妄(mithya)と い う性 質 を与 え る こ とに基 づ く6)。つ ま り, こ

の投 影 方 向 とは逆 の精 神 原理 か ら統 覚機 官 へ の方 向 に よ つて, 統 覚機 官 の変 容 を

顕 現 させ よ う とす る と, 統 覚機 官 に 投影 され た精 神 原理 は 空虚 等 の性 質 を もつ 映
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像 であ るか ら, 顕 現 とい う作 用 を す る能 力 が な くな るの で あ る7)。 そ して, VBh. 

は, 投 影 に よ って 可 能 とな る この 統 覚 機 官 の 変 容 の 顕 現 を

「そ して, プル シャにあ ると言われ る対象に染め られた統覚機官 の顕現 こそ が, 『認 識

手段(pramapa)の 結果(phala)』 『正 しい認識(pramh)』 と言われ る。」8)

とい うよ うに認 識 結 果 と呼 ぶ こ とか ら, こ こで認 識 生起 過 程 は終 結 し, 新 た な過

程 は も う必 要 と しない。 つ ま り, VBh. に と って, この認 識 生起 過 程 に適 用 され

る投 影 説 は相 互 投 影 説 で は な く, 統 覚機 官 か ら精 神 原理 へ とい う一 方 向 で説 明 し

て い る こ とに な る の で あ る。

以上 述 べ た の は, 認 識 対 象 が 特 に限 定 され ない 一 般 対 象 の 場 合 で あ っ た が, 

VBh. は, ア ー トマ ンの 認 識 生 起 過 程 に つ い て は, 以 下 の よ うに 説 明 す る。

「(1)聖典(shstra)等 に よって, 或は, ヨーガにごよって生 じる特質(yogajadharma)に ご

よって, 統覚機官内の タマスが凌駕 され る。(2)その後, 無垢 の統 覚機 官に 『われ はブ ラ

フマ ンな り』等 とい うアー トマ ンの形相を とる変容が生 じる。 ……(3)そして, 他 ならぬ

その変容が, 恰 も生 じるか のよ うに, 精神原理 に投影 され て, (4)顕現す る。」9)

周 知 の よ うに, Vedanta学 派 で は, ア ー トマ ンの 皇己 光 照(svaprakasa)に よっ て

そ の認 識 を 説 明す る10)が, VBh. は そ の場 合 の 「対 象 が 同時 に 主 体 で あ る とい う矛

盾(karmakartrvirodha)」 を 手旨摘 し, 上 記 の よ うな認 識 生 起 過 程 を 述 べ る ので あ る。

この矛 盾 は, ア ー トマ ンは 原像(bimba)と して 主 体 で あ り, 皇己 に存 す る 皇己 の

映 像(svagatasvapratibimba)と して 対 象 で あ る, とい う在 り方 の 区別(prakhrabheda)

に よっ て理 論 上 回避 され る11)。 この 限 りに お い て ア ー トマ ンが 認 識 対 象 の場 合 に

も, 投 影 の方 向 と して は, 統 覚機 官 か ら精 神 原理 へ の一一方 向 だ け で あ る。

しか しな が ら, 変 容 と映 像 に つ い て考 慮 す べ き問題 が残 っ て い る。 簡 潔 に言 う

な らば, 元 来, 映 像 は, そ の基 体 に何 ら変 化 を与 えず, 一 方, 変 容 は, 基 体 に変

化 を もた らす とい う点 で, 両 老 は, 厳 密 に 区別 され る もの で あ る が, 

「それ(統 覚機 官への精神原理 の投影)は, 統覚機官が水瓶等の形相に変容す るよ うに, 

精 神性の形相 に変容す ることであ る。」12)

等 と言 わ れ る時, 両 老 の 区別 は無 視 され て い る と言わ な けれ ば な らな い13)。即 ち, 

アー トマ ンの認 識 生 起過 程 は, ア ー トマ ンを 統 覚 機 官 に 投 影 す る こ とに よ っ て認

識 対 象 と し(こ れが統覚機官 の変容で ある), さ らに, そ れ が 認 識 主 体 であ る 精 神 原

理 に よ つて顕 現 させ られ るた め に 精 神 原 理 に 投 影 され るの で あ る。 従 って, この

場 合 に は, 統 覚 機 官 と精 神 原 理 の間 で, 投 影 が な され る こ とか ら, 「相 互 投 影 」

で あ る。 しか しな が ら, こ こで は, た だ 相 互 に 投 影 す る とい う意 味 では な く, 投
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影された ものがさらにご投影されるとい う意味での 「相互投影」である。

以上の考察より, 次の二点を結論 として指摘する。(1)認識対象が水瓶等の一般

対象である場合, その認識生起過程に適用されているのは, 統覚機官から精神原

理へとい う一方向だけである。(2)認識対象がアー トマンである場合, その認識生

起過程に適用されるのは, 二方向であるが, この場合は, 投影されたものがさら

に投影 されるので, 厳密にい うならば, 「二重投影」と呼ぶのが相応 しい。そ し

て, この第二の点が, VBh. の認識生起過程における相互投影説の特徴であると

思われる。

認識生起過程以外におけるVBh. の相互投影説, 及び, 相互投影説の全体的な

見通しについては別の機会に論 じることにする。

1) S. K. Saksena : "The problem of experience in Sarnkhya-Yoga metaphysics 

with special reference to Vacaspatimilra and Vi jnanabhiksu", The Poona Orientalist, 
Vol. 4, No. 4, 1940, PP. 174-182. 等 を 参 照。2)テ キ ス トはK. Tripati: Vijnauabhasu's

Vijnanamrtabhasyam om Bramasutra. [Pracya Vidya Series 1. ]Varanasi, Banaras

Hindu University, 1979. を 使 用 す る。VABh. の中 で も特 に1, 1, 3. が 中 心 とな る。

この箇所は, 最 も体系的に認識論が説かれてい る。3)認 識生起過程におけ る投影説で

は, 本来, そ うで ないに も拘 らず, 精神原理が認識主体 とみな され る。 この ことは, あ

くまで も認識生起過程が 日常経験 の世界 での問題で ある ことを示 してい る。本来 の認識

主体 を説 明す る場合 に も, 投影説が適用 され るが, ここでは触れ ない。 投影説 の歴史に

つい ては羽多野伯猷 「数論派 のプ ラテ ィビンバ(反 影)説 にこつい て」『文 化』第10巻

第9号 昭和18年pp. 1-38. 参照。4)V4Bh. 1, 1, 3. p. 397-85)ibid., P. 399-236)

ibid., p. 4022 YV. I, 4, p. 2020 (ed, by N. 1Vlisra, Bharatiya Vidya I'rakasana, 1971.) 

SPBh. I, 87, p. 4410 (ed. by R. Garbe, (Harvard Oriental Series, 2.) Cambridge
Mass., 1943.)不 二一 元論 学派の ヴ ィヴァラナ派では, 映像 を 実在 と考 え る。T. M. P. 

Mahadevan : The Philosophy of Advaita, Madras, 1957. p. 225. N. Bandyopadhyay: 

" The Buddhist Theory of Relation between prama and pramana". Journal of the

Indim Philosophy, 7, P. 66. 参 照。7) YV. I, 7, P. 3310-11 8)VABh. 1, 1, 3, 

P. 4116-179)ibid., P. 4125-2710)VBh. の 自 己光 照 批 判 に つ い て は, ibid., PP. 4215-438

こ こでVBh. はCitsukhaの 定 義 を 排斥 して い る。 不 ニ ー 元 論 学 派 の 自己 光 照 に つ い て

は, G. L. Chaturvedi: The Comoept of Selj-Lumimsity of Knozwlekge iu Admita

Vedamta, Lucknow, 1982. 参 照。11)ibid., p. 423-5 12)ibid., P. 4018-9 SPBh. 

1, 87. p. 449-1213)変 容 と映 像 に 区 別 が な い とす る と, 先 述 した 認識 対 象 が 限 定 され

ない 場 合 にこも, 統 覚 機 官 は 対 象 の 映 像 を 宿 す と言 え る。 羽 田 野 前 掲 論 文, p. 23. 参 照。
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